
会員の皆様へ 
 
 今年，私の敬愛する，そして日本で最もすぐれた作曲家のひとりである三善晃氏が亡く

なられました。研ぎ澄まされた音感覚，繊細と強靱を合わせもつ，独特な響きがする彼の

音楽が私は好きです。お人柄は，何かこう，現実ではなく，その先の何かをいつもみてい

るという感じで，そういうところが音楽にあらわれているかもしれません。 
 「アン・ヴェール」，「円環と交差」などは，今までいろいろ弾いてきた日本人の曲と比

べてみると，ピアニスティックには，例えば，ご本人はあまり弾けないと（謙遜して）お

っしゃる野田暉行氏，ピアノがうまかったという矢代秋雄氏よりずっと弾きにくく，ピア

ノを相当弾ける人が書いた―たとえばバルトークのように―ということがよくわかります。

いい響きをつくるのが非常にむずかしく，部分的には弾けるか弾けないかの極限まで書い

てあるのですが，その代わり，できた時には絶大な効果があがります。 
 三善先生がまだお元気な頃，私が彼のピアノ協奏曲を弾き終わった後，本当に嬉しそう

に満面の笑み（笑うととてもかわいい）を浮かべて，私の背中をポンとたたかれたのがと

ても印象に残っています。矢代秋雄氏と無二の親友でいらしたそうなので，今ごろはおふ

たりで語り合っておられることでしょう。 
 秋のリサイタルは，おかげさまで満席と言ってもいいくらいに，たくさんの方々に聴い

ていただきました。シューマンのクライスレリアーナは，聴くよりも弾いてみると曲の真

価がわかり，ロマン派の極致という感じ，曲にのみ込まれていくような魅力にあふれてい

ます。シューマンと一緒に心中するつもりで弾きました。アンコールには，プログラムに

入っていないメンデルスゾーンとリストを加え，ロマン派の作曲家をほぼ網羅したつもり

です。 
 次回は病的なショパンと妖しげなスクリャービンの組み合わせです。どうぞお楽しみに。 
 最後に新しいＣＤの紹介です。去年，シチリアで録音したショパンのコンチェルトがリ

リースされました。ピアノはショパンの時代の古い楽器，オーケストラのパートはオルガ

ン奏者６人よる演奏なので，ふだん聴き慣れているのとはだいぶちがう雰囲気かもしれま

せんが，ちょっと珍しい組み合わせなので，ぜひお聴きください。 
 今号の「ロンドン便り」には，大阪芸術大学教授で，ルネサンス期イタリア彫刻，明治

期日伊交流史がご専門の石井元章さんがご寄稿くださいました。石井さん，ありがとうご

ざいました。 
 それでは皆様，よいお年をお迎えください。 
 来年もよろしくお願いいたします。 
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